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焼失し,さらには販売を委託していた輸    図１ 古市南町共同墓地付近 
N
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ら独立後注 4）の奈良県茶業組合聯合会議所の設立（明治 20 年）の時にも創立委員として











































春雨の ふる市の里能 このめこそ 君可ほまれと 
千代尓かをらめ 
明治三十五年十一月三十日 
      奈良県知事 従四位勲四等寺原長輝撰 
            従三位勲四等前田正名篆額 
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図５ 心の文 5） 
 
 
図６ 松屋肩衝 6）           図７ 松屋邸宅跡付近 
 
特に利休は，この三名物の価値を重視し，若い弟子の古田ふ る た織部お り べ注 10）や瀬田せ た 掃部か も ん注 11）な





























吉城川は今では小さな流れで,すぐに  図８吉城川(中央橋の下)依水園(左)と吉城園(右) 
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など商工業発展の原動力となっていた．   
現在の町名のもとになった水門はもう
見られないが，北隣にあたる東大寺











さらに，茶業の観点からすると，前   





























た．茶入は春慶注 27），茶碗は三島注 28）であった．」 
面白いのは天正 13 年３月 14 日で，日中に「花見」として大勢で出かけている記録し
かなく，茶会より花見優先であったと思われる．振り返ってみれば，摩尼珠院での会は，
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れ，明るく開放的な部屋を好んだ織部や有楽う ら く 注 37）
の流れを汲む物とされている．中でもこの八窓庵は
保存状態もよく，手入れも行き届いておりこの形式
茶室の白眉といえるものである．様々な高さに開け   図 10 茶室八窓庵間取り 6） 
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奈良佐保短期大学の近辺に存在する茶関係の史跡について（2）
   























注 4）奈良県は，明治４年に設置されたが同９年堺県に吸収され，さらに堺県が同 14 年
に大阪府に統合されたので，大阪府大和国と称されていた．明治 20年に奈良県として
独立する. 
注 5）現存する最古の茶会記の一つ．奈良の塗師ぬ し で松屋家の久ひさ政まさ，久ひさ好よし，久ひさ重しげ３代にわた
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 典３）』熊倉功夫校訂訳注 世界文化社（1984）に掲載されている． 
注 6）戦国時代の武将．山城国あるいは摂津国出身．三好み よ し長慶ながよしの家臣で，初め右筆ゆうひつ（事務
官）として仕えた．天文 22 年（1553）摂津滝山城（神戸市中央区葺合ふきあい町）主を命ぜら
れ，八部や た べ・菟う 原はら郡を支配．永禄２年（1559）大和平定のため大和信貴山城主（奈良県
生駒郡平群町）となる．翌年弾だん正 少 弼じょうしょうひつ，幕府御供お と も 衆しゅうに列せられる．永禄５年（1562）
奈良北部に天守閣をもつ多聞山た も んや ま城（奈良市法蓮町）を造営し大和を支配した．永禄８
年（1565）将軍足利あしかが義よし輝てるを三好三人衆らと暗殺し，義輝の実弟一乗院覚慶（後の将軍










用いたことから墨蹟開山と称せられる．能阿弥から『君くん台だい観かん左右帳記そ う ち ょ う き』の相伝を受け
ており，書院茶の世界と無縁ではなかった．連歌師の宗そう 長ちょうや香の志野宗し の そ う信しんらとも親交
した．一の弟子であった大和の土豪，古市ふるいち 澄ちょう胤いんに与えた「心の文」には，「和漢の境
を紛らかすこと」の必要を説き，当時唐物からものにかわる和物わ も の数奇す き が高揚し始めていたこと
を示す文献として貴重である．「月も雲間のなきは嫌にて候」（『禅ぜん鳳ぽう雑談ぞうたん』）の語も珠
光の美意識を示すものとして有名である． 























































長谷寺は せ で ら・永久えいきゅう寺などの末寺，荘園，寺僧，坊人ぼうにん，各種の商工業座などを支配して，一
乗院と並ぶ大勢力を形成した．室町時代以降，しだいに衰退．近世には朱印地 951 石
を有する門跡として存続したが，明治維新後，門主が還俗げんぞくしたことによって廃絶した． 














注 30）江戸時代前期の茶人．松しょう花堂昭乗かどうしょうじょうの兄．近衛こ の え家につかえ,興福寺一乗院の諸大夫し ょ だい ぶ
中沼家の養子となる．妻は小堀遠州の妻の妹．文筆をよくし,茶道具名物をあつめた．
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織部お り べ，牧村兵部ひょうぶ，高山南坊なんぼう（右近う こ ん），芝山監物けんもつの七人をあげているのが初見．ついで









絵併用は鳴海な る み織部お り べ，志野風の色濃い鉄絵は志野織部，黒釉のかかった織部黒，黒釉に
鉄絵を加えた黒織部など多様な作風が繰り広げられた． 



















り，大和山辺郡に３万石の知行地ち ぎ ょう ちを与えられたが，その後，大坂城に入り，淀君の叔
父として淀君・秀頼母子を補佐している．大坂冬の陣後も家康との和解にあたったが，
主戦派が大勢を占めるに及び，元和元年（1615）夏の陣を前にして城を去り，京都二
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